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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
本研究は、ミャンマー南部、ベイ地方、タグ地域の錫タングステン鉱床の鉱化作用について、岩石学的

および地球化学的性質、鉱物の共生関係、流体包有物マイクロサーモメトリーなどに基づく詳細な研究を

行い、その成因を明らかにし、新たな鉱床探査の指針を得たものであり、鉱床学分野における新知見を見

出しており、資源工学上重要な業績であると認める。 

 

 

 

 

 


